




Y:第二電子受容体

可視光が Rに よ り吸収 され てから,そのエネルギ

ーが Pに移 され Xを酸化する。一方 Pは水を分解

し,結果的に得 るH十 を用いてYHを通 じてC02

を還元 して炭水化物を生産する。バ クテ リオクロ

ロフィル (BChl)の 場合 には,最 初の電荷分離

が BChl[■量クトとバ クテ リオフェオ フィチン(1)

の間で起き,次にユビキノン(X)を 酸化する事がピ

コ秒分光法を用いて始めて解明された。

ドx=〔 Bc皿 二 Bchl I〕 x

↓<6ピ コ秒

PF x = 〔Bchl l二 BChI I~〕 X

↓150ピ コ秒

P+X~= 〔BChl l二 BChl I 〕X~

視覚の問題については, ピコ秒分光法の研究が

進むまでは視物質 ロ ドプシンの光励起後の第一中

間体 は,パソロ ドプシンであると長い間信 じられ

て来た。 ところが ピコ秒分光法を用いて注意深 く

研究を行 うと

ロ ドプシン上を  ロ ド
話こ発P起

状態
15ピコ秒
―→ ヒプソロドプシン  ー→ バソロドプシン

ー
…… 一→ オール  トランスー レチナー

ル十オプシン

の様に初期過程が進んでいる事がわかった。 この

結果 からどうして光刺激を受 けた視物質が効率良

く視覚発生に寄与出来 るのかを,議論出来 る様に

なった。

0)

ヘ テ ロ 原 子 の 魅 力

有機化学ではよくヘテロ原子 (hetero atOm)

という言葉が用いられます。いうまでもなくhe‐

teroは homoの対語ですからhomo atOmと い

うのがあって良さそうに思いますが,そのような

言葉は全 く用いられることがありません。岩波の

理化学辞典を経 くと,有機化学とは「炭素化合物

の化学」と書かれており,多 くの化学の教科書に

もそう書かれています。確かに有機化学は炭素化

合物の化学であり,炭素原子が共有結合により互

いに結合 して,鎖状,環状の多種の骨格を作りう

ることが,現在すでに400万種を越えるといわれ

る有機化合物 (1979年 までに Chemical Abstracts

に登録された構造のわかった化合物の全ての数が

420万ですから,有機化合物の数が如何に多いか

がお分 りいただけると思います)の多様性の源と
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な っています。 しか し,そ の半数以上はヘテロ原

子を含む環状化合物 ,い わゆる複環素化合物 (kt‐

ero cyclic compounds)で あり,ま た恐 らく80～

90%は何 らかの形でヘテロ原子を含む化合物であ

ろうと思 われます。つま り,有機化合物の多様 さ

を作 り上げているのはまさにヘテロ原子であると

い って良いわけです。

筆者 らは,最近 ,こ れらのヘテロ原子のうちで特に

窒素 , りん,硫 黄などの原子の入った有機化合物

を対象に研究を進めてきています。 このような方

向へ進む ことになった一つきっかけは,大学院時

代に行 った上のような新 しい型の過酸化物の研究

の途上で,次式に示すようなユニークな分解形式

に遭遇 したことにありました。過酸化物 は,普通 ,

C,H,Oの みから作られるものがほとんどなの

一  R一 N:+C02+RC02H
2

R― N(:_。
_|≫

C― R

|

0  1

-5-


